
★感染症対策のため、講演などを中止・変更する場合があります
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エコ・チャレンジ顕彰では、省エネ・ごみ減量・リサイクルなど、
環境負荷の低減や環境保全のために顕著な取り組みを行っている、
区民・事業者・団体等を顕彰しています。
　4年度は、次の1事業者・1団体を顕彰しました。

問�環境保全課環境計画係�
（☎５７２２－９３５６、F５７２２－９４０１）

エコ・チャレンジ顕彰 １０月１日から廃棄物処理手数料
が変わります

問�清掃リサイクル課管理調整係�
（☎5722−9572、F5722−9573）

　事業系ごみの減量やリサイクルの推進を図るとともに、現行の処
理手数料と実際の処理にかかる費用との差をできるだけ解消するた
め、23区が統一して廃棄物処理手数料を改定します。

事業者のかたへ
　事業系一般廃棄物処理手数料を、1kg当たり46円
（現在４０円）に改定します。現行の事
業系有料ごみ処理券は、１１月１日から
使用できないので、ご注意ください。

券種 現行の料金 改定後の料金
（10月1日から）

10ℓ券（1セット10枚） 760円 870円

20ℓ券（1セット10枚） 1,520円 1,740円

45ℓ券（1セット10枚） 3,420円 3,910円

70ℓ券（1セット5枚） 2,660円 3,045円
※改定後のごみ処理券は１０月１日から販売
※現行のごみ処理券は、１０月３１日まで使用可

改定後の事業系有料ごみ処理券

顕彰理由
　東急線全路線での運行にかか
る電力を、日本初の取り組みと
して再生可能エネルギー由来の
電力１００％にすることで、区内
の脱炭素化に大きく貢献してい
る。

顕彰理由
　定期的に近隣住民、企業、飲
食店の方々と目黒川沿いの清掃
活動を行っており、区内の環境
美化に大きく貢献している。

New

　総合庁舎は建築家・村野藤吾が情熱を傾けたオフィスビルの傑作
です。複数のグループに分かれ、ガイドスタッフが総合庁舎の見ど
ころをご案内します。

目黒区総合庁舎
建築ガイドツアー

©Ryota　Atarashi

時①４月３０日（日）②５月１２日（金）③５月２０日（土）④５月２８日（日）
１４：００〜１５：３０
内各グループで、ガイドスタッフの解説をイヤホンで聞きながら見
学。階段の昇り降りあり
対中学生以上　
定各20人（抽選）
￥参加費など600円　
共催　目黒区　
申専用H（コード❶）、ハガキ・FAX（総合庁舎建築ガイドツアーと
明記の上、代表者の住所、氏名 〈ふりがな〉、電話・FAX、Eメー
ルアドレス、希望日①〜④のいずれか、参加人数〈2人まで〉を記
入）で、①②は４月８〜１４日③④は４月２９日〜５月５日（必着）に、
目黒区美術館（〒153－0063目黒区目黒2－4－36
区民センター内、Ｆ3715－9328）へ

❶

◆カラスに巣をつくらせない対策
①針金ハンガーを外に出しっぱなしにしない
②不要な小枝は切り落とす
③ごみ出しの際はカラスネットの活用など、身近なところから対策
する

◆カラスの巣の撤去
繁殖期のカラスによる威嚇行動への緊急対策として、次の全てに
該当する場合、区が巣を撤去します。申込方法など詳細はお問い合
わせください。
①敷地内の樹木などに巣があり、巣の場所が特定されている家庭・
事務所
②通行人等に威嚇行動をとるなどの被害が発生している
③�巣のある樹木や敷地の所有者・土地管理者からの申請

◆野鳥に餌を与えないでください
餌を与えることは、野鳥保護にはなりません。野鳥（カラス、ハト、
スズメなど）への餌やりで「野鳥が増える」「ふんの被害」「羽の飛散」
などの相談が寄せられています。餌を与えると、生態系を乱す原因
となり、野鳥の保護にはつながりません。野鳥は静かに見守りまし
ょう。

頭上に注意！
カラスの子育てが始まります

問生活衛生課生活環境係（☎5722－9505、F5722−9508）

問目黒区美術館（☎3714－1201、F3715−9328）

　3〜7月は、カラスの子育ての時期。巣の近くを通る人に大きな
鳴き声を発する、木の枝や電線をくちばしでつつく、後ろから低空
飛行で頭をかすめる、足で蹴るなどの威嚇行動をすることがありま
す。やむを得ず巣の近くを通る場合は、傘や帽子などで後頭部全体
を隠すようにしましょう。

中目黒村美化委員会東急電鉄株式会社

被顕彰者（敬称略）


